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東
京
万
引
き
防
止
官
民
合
同

会
の
情
報

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
て

い
た
万
引
き
防
止
の
た
め
の

防
犯
責
任
者
養
成
講
座
が
10

月
に
再
開
さ
れ
た
。
８
月
に

完
成
し
た
「
万
引
き
防
止
対

応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
２
版
」

の
ハ
ー
ド
に
は
顔
認
証
シ
ス

テ
ム
の
運
用
（
個
人
情
報
保

護
等
）
や
企
業
間
情
報
共
有

や
セ
ル
フ
レ
ジ
対
策
な
ど
が

追
加
さ
れ
た
。
な
お
、
新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
全
国
の
警
察

本
部
の
担
当
課
に
参
考
資
料

と
し
て
送
ら
れ
た
。

☆
10
月
11
日
（
月
）
志
村
署

　

午
後
２
時
か
ら　

オ
ン

ラ
イ
ン
研
修

☆
10
月
12
日
（
火
）
高
井
戸

署　

午
後
２
時
か
ら　

オ

ン
ラ
イ
ン
研
修

☆
10
月
19
日
（
火
）
世
田
谷

署　

午
後
２
時
か
ら　

集

合
研
修

万
防
機
構
の
情
報

●
11
月
10
日
（
水
）
「
渋
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
後
２

年
目
の
状
況
に
つ
い
て
」
が

発
表
さ
れ
た
。
推
奨
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
を
ご
活
用
い
た
だ

き
対
象
店
舗
の
ロ
ス
率
は
着

実
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
詳

し
く
は
機
構
内
の
Ｈ
Ｐ
に
あ

る
渋
谷
書
店
万
引
対
策
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
イ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

結
び
に
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
ゲ
ー
ト

に
は
Ｅ
Ａ
Ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー
が

貼
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数

約
25
万
枚
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
ス
テ
ッ

カ
ー
は
医
療
機
器
装
着
者
へ

の
配
慮
か
ら
貼
付
さ
れ
て
い

る
も
の
だ
が
、
こ
の
店
は
万

引
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
、
こ
の
店
で
は
万
引
で
き

な
い
と
い
う
抑
止
効
果
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
同
じ
く
、

科
学
保
安
・
Ｌ
Ｐ
推
進
店
ス

テ
ッ
カ
ー
や
推
奨
顔
認
証
ス

テ
ッ
カ
ー
を
店
頭
に
貼
付
す

る
こ
と
で
、
「
こ
の
店
は
防

犯
対
策
と
個
人
情
報
保
護
の

両
面
が
し
っ
か
り
出
来
て
い

る
店
で
あ
る
」
と
地
域
の

人
々
か
ら
評
価
さ
れ
、
窃
盗

団
な
ど
万
引
を
敢
行
し
て
く

る
や
か
ら
に
と
っ
て
は
、
こ

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
見
た
だ

け
で
、
体
が
震
え
、
万
引
を

し
よ
う
と
思
わ
な
く
な
る
、

そ
う
い
う
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。
こ
れ
ら

の
日
々
の
地
道
な
活
動
を
通

じ
、
我
々
は
哲
学
者
タ
レ
ス

か
ら
始
ま
っ
た
Ｉ
Ｐ
道
を
次

の
時
代
へ
と
つ
な
い
で
い
き

た
い
。

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
活
動

●
９
月
29
日
（
水
）
20
周
年

記
念
講
演
会
・
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
技

術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
第
１

部
は
電
波
法
、
電
気
用
品
安

全
法
、
医
療
機
器
と
の
干
渉

試
験
な
ど
に
つ
い
て
、
技
術

基
準
委
員
会
よ
り
説
明
を
行

う
。
第
２
部
は
東
京
都
立
大

学
名
誉
教
授
の
多
氣
昌
生
先

生
に
よ
る
「
Ｅ
Ａ
Ｓ
装
置
か

ら
の
磁
界
の
人
体
暴
露
と
安

全
性
」
と
題
し
た
ご
講
演
が

行
わ
れ
た
。
総
務
省
や
電
磁

界
セ
ン
タ
ー
や
北
大
の
専
門

家
の
皆
様
も
臨
席
さ
れ
た
。

●
10
月
28
日
（
木
）
〜
29
日

(

金
）
リ
テ
ー
ル
テ
ッ
ク
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
２
０
２
１
に
初
出

展
。
28
日
（
木
）
会
場
内
の

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

セ
ミ
ナ
ー
「
画
像
等
個
人
情

報
の
越
境
問
題
と
デ
ー
タ
利

活
用
」
を
開
催
。
講
師
の
Ｊ

Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
常
務
理
事
で
あ

る
坂
下
哲
也
氏
が
難
し
い
テ

ー
マ
を
平
易
に
説
明
さ
れ

た
。

【
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
ブ
ー
ス
来
場
者

の
御
意
見
よ
り
】

☆
有
名
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

の
役
員
さ
ん
か
ら
、
い
つ
も

工
業
会
メ
ル
マ
ガ
を
読
ん
で

い
ま
す
。
す
ご
く
参
考
に
な

っ
て
い
ま
す
。
出
展
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ブ
ー

ス
に
来
ま
し
た
。
次
回
も
来

ま
す
ね
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。

☆
関
西
で
大
型
ス
ー
パ
ー
を

１
０
０
店
舗
以
上
営
ま
れ

て
い
る
社
長
さ
ん
か
ら
、

万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
や
教

育
制
度
が
こ
ん
な
に
進
ん

で
い
る
と
は
ま
っ
た
く
知

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
ロ
ス

対
策
士
の
試
験
は
い
つ
で

す
か
？　

ロ
ス
対
策
年
間

チ
ャ
ー
ト
や
こ
れ
ら
の
資

料
を
い
た
だ
い
て
も
い
い

で
す
か
。
今
日
は
来
て
良

か
っ
た
。
さ
っ
そ
く
工
業

会
メ
ル
マ
ガ
に
登
録
し
ま

す
ね
。
（
同
社
幹
部
３
名

登
録
さ
れ
た
）

●
11
月
９
日
（
火
）
個
人
情

報
保
護
委
員
会
主
催
に
よ
る

認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
。
基
調
講
演

「
民
間
に
お
け
る
個
人
情
報

保
護
に
向
け
た
自
主
的
取

組
」
で
は
、
牛
島
総
合
法
律

事
務
所
弁
護
士
の
影
島
広
泰

氏
が
登
壇
さ
れ
た
。
後
半
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
個
人
情
報
管

理
室
長
が
登
壇
し
、
推
奨
顔

認
証
シ
ス
テ
ム
制
度
や
科
学

保
安
講
習
会
な
ど
の
取
組
み

を
説
明
し
た
。

こ
と
を
考
え
て
い
る
か
ら
こ

そ
で
し
ょ
う
！
今
後
も
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

科
学
保
安
47
士

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
画
像
安
全
利
活

用
＊
警
備
全
国
Ｍ
Ａ
Ｐ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
32
名
の
受
講

修
了
者
に
加
え
、
講
師
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
た

だ
い
た
長
田
泰
文
氏
、
豊
田

孝
志
氏
、
青
柳
秀
夫
氏
、
三

宅
正
光
氏
、
林
俊
一
氏
、
井

上
清
司
氏
、
山
根
久
和
氏
、

佐
藤
賢
二
氏
、
長
岡
秀
樹

氏
、
近
江
元
氏
、
摺
田
祐
司

氏
、
福
井
昻
氏
、
山
本
健
二

氏
、
新
井
浩
樹
氏
、
関
口
昭

義
氏
（
順
不
同
）
の
15
名
を

加
え
た
計
47
名
を
新
た
な
ロ

ス
・
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
以

下
、
Ｌ
Ｐ
）
道
を
拓
い
た
同

志
と
し
て
、
科
学
保
安
47
士

と
呼
び
、
我
々
の
記
憶
に
長

く
留
め
て
お
き
た
い
。

Ｌ
Ｐ
へ
の
道
と
は
、
愛
と

理
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
知
識

や
デ
ー
タ
で
あ
っ
た
り
、
あ

る
い
は
相
反
す
る
も
の
か
ら

生
ま
れ
る
新
た
な
ス
キ
ー
ム

だ
っ
た
り
す
る
。
今
回
、
顔

認
証
シ
ス
テ
ム
と
い
う
科
学

技
術
の
現
場
適
用
を
行
い
な

が
ら
、
新
た
な
Ｌ
Ｐ
道
が
拓

か
れ
て
い
く
光
景
に
立
ち
会

う
こ
と
が

出
来
た
。

感
謝
。

以
上
を

振
り
返
り

静
か
に
目

を
閉
じ
る

と
「
で
す

が
、
こ
れ

は
最
初
の

一
歩
に
過

ぎ
な
い
で

す
よ
。
も

っ
と
科
学

保
安
講
習

会
の
有
効

性
を
高
め
、
全
国
に
賛
同
い

た
だ
け
る
同
志
を
募
り
、
対

策
を
進
め
な
さ
い
。
」
と
内

な
る
Ｌ
Ｐ
道
が
語
り
か
け
て

き
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
保
安
・
Ｌ
Ｐ
推
進
店
確
認

表
」
で
７
割
以
上
の
評
価
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
店
舗
様

に
は
、
店
頭
用
表
示
【
科
学

保
安
・
Ｌ
Ｐ
推
進
店
ス
テ
ッ

カ
ー
】
を
１
１
０
円
（
税

込
）
で
頒
布
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
な
お
、
科
学
保

安
・
Ｌ
Ｐ
推
進
店
ス
テ
ッ
カ

ー
は
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
て
い
る
店
舗
を
示

す
言
葉
で
は
な
く
、
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
や
Ｖ
Ｍ
Ｓ
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
安
全
管
理
教

育
や
効
果
的
な
運
用
知
識
を

学
ぶ
科
学
保
安
講
習
会
を
修

了
し
た
者
が
ロ
ス
改
善
・
万

引
対
策
を
指
導
し
て
い
る
店

舗
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

市
川
ビ
ル　
長
田
泰
文
取
締

役
よ
り

科
学
保
安
・
Ｌ
Ｐ
推
進
店

ス
テ
ッ
カ
ー
１
号
店
の
件
、

誠
に
光
栄
な
話
で
す
。
弊
社

内
で
も
情
報
共
有
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
社
長
の
田
平
も
大

変
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。
も

っ
と
大
き
な
ス
テ
ッ
カ
ー
は

無
い
の
か
！
と
申
し
て
お
り

ま
し
た
（
笑
）
。
ビ
ル
内
外

に
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
出
の
経
緯

や
説
明
を
ポ
ス
タ
ー
化
さ
せ

て
頂
き
、
掲
示
出
来
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
の
行
動
力
と
取
り
組
み

が
、
色
々
な
波
及
効
果
を
生

み
始
め
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
皆
様
が
利
益
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
や
業
界
全
体
の

テ
ム
を
活
用
し
た
新
た
な
保

安
警
備
の
サ
ー
ビ
ス
を
適
法

に
実
施
で
き
る
よ
う
企
画
さ

れ
ま
し
た
。

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
を
活
用

す
る
に
あ
た
り
個
人
情
報
保

護
法
な
ど
様
々
な
ご
専
門
の

方
々
よ
り
教
え
を
請
い
、
個

人
情
報
保
護
団
体
と
し
て
認

定
を
受
け
、
会
員
企
業
が
登

録
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
、
十
分
な
配
慮
を
基
に
万

引
被
害
で
苦
し
む
小
売
業
の

皆
様
に
役
立
ち
進
化
す
る
技

術
を
十
分
に
保
安
員
が
活
か

せ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
講

習
会
で
し
た
。

私
は
保
安
警
備
専
門
に
約

30
年
経
過
し
、
企
業
の
代
表

者
と
し
て
次
世
代
に
保
安
警

備
業
務
を
継
承
し
て
い
く
た

め
に
は
科
学
の
力
を
活
用
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判

断
し
ま
し
た
。
本
講
習
を
基

に
顔
認
証
を
活
用
し
た
科
学

保
安
が
活
躍
で
き
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 ●
山
本
ワ
ー
キ
ン
グ
長
よ
り

推
奨
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
は

２
０
２
０
年
に
推
奨
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
認
定
基
準
作
り

と
第
一
回
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
第
二
回
は
本
年
９
月

に
コ
ロ
ナ
禍
に
増
加
し
た
マ

ス
ク
を
着
用
し
た
来
店
客
の

照
合
を
認
定
基
準
に
新
た
に

付
加
し
た
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
個
人
情
報
に
も
配
慮
し

た
仕
様
と
な
っ
て
お
り
、
小

売
業
の
現
場
に
お
い
て
十
分

に
ご
活
用
で
き
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
シ

ス
テ
ム
を
現
場
で
ご
使
用
に

な
ら
れ
る
皆
様
に
対
し
て
講

習
さ
せ
て
い
た
だ
き
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
よ

り
犯
罪
予
防
に
役
立
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  科
学
保
安
・
Ｌ
Ｐ
推
進
店
確

認
表

https://www.jeas.gr.
jp/2021.xlsx

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
認
定
の
科
学
保

安
員
に
よ
る
店
舗
診
断
「
科

・
質
疑
応
答

・
確
認
テ
ス
ト

・
閉
会
の
辞
（
監
事
よ
り
）

・
今
後
の
予
定
・
閉
会

■
講
習
会
参
加
者
32
名
の
結

果
１
０
０
点
満
点
中
平
均
点

数
95
・
５
点
、
最
高
点
が
１

０
０
点
、
最
低
点
が
65
点

（
追
試
中
）

■
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
当
日
は
一
部
通
信
な
ど
の

不
備
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者
全
員

よ
り
「
と
て
も
良
か
っ
た
」

と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
由
意
見
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

☆
マ
ス
ク
対
応
の
推
奨
顔
認

証
シ
ス
テ
ム
は
警
備
に
と

っ
て
心
強
い
味
方
だ
！
と

感
じ
ま
し
た
。

☆
市
川
ビ
ル
の
ロ
ス
削
減
の

話
（
施
設
警
備
と
保
安
警

備
の
連
携
）
が
と
て
も
興

味
深
く
感
じ
ま
し
た
。

☆
防
犯
目
的
で
の
範
囲
を
超

え
な
い
よ
う
に
デ
ー
タ
の

取
り
扱
い
に
注
意
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

☆
従
業
員
・
警
備
員
と
画
像

認
証
の
共
有
に
よ
り
、
よ

り
安
全
な
店
舗
更
に
は
地

域
を
構
築
で
き
る
こ
と
を

説
明
し
て
い
き
た
い
。

☆
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
お
客

様
に
も
知
っ
て
い
た
だ

き
、
店
舗
に
応
じ
た
改
善

策
を
提
供
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

青
柳
リ
ー
ダ
ー
と
山
本
ワ
ー

キ
ン
グ
長
よ
り

●
青
柳
リ
ー
ダ
ー
よ
り

第
一
回
科
学
保
安
講
習
会

を
関
係
者
の
皆
様
の
お
力
添

え
で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆

様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
稲
本
会
長
が
保

安
警
備
の
実
情
を
聞
き
打
開

策
を
講
じ
る
手
助
け
と
し

て
、
進
化
す
る
顔
認
証
シ
ス

ご
縁
か
ら
で
あ
っ
た
。

●
同
じ
く
講
習
会
の
防
犯
デ

ー
タ
活
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
代
表
取
締
役

で
あ
る
長
岡
秀
樹
氏
に
「
防

犯
デ
ー
タ
の
分
析
と
活
用
」

の
講
義
を
担
当
い
た
だ
い

た
。
特
に
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
認
定
個

人
情
報
保
護
団
体
・
対
象
事

業
者
と
の
個
人
情
報
の
安
全

管
理
措
置
の
と
こ
ろ
は
入
念

に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。
長

岡
氏
の
３
年
で
大
型
チ
ェ
ー

ン
の
ロ
ス
を
半
減
さ
せ
た
デ

ー
タ
活
用
手
法
は
、
妥
当
性

の
あ
る
も
の
で
、
受
講
者
の

関
心
を
集
め
た
。
同
社
は
摺

田
政
策
・
研
究
委
員
長
の
紹

介
で
、
平
成
30
年
１
月
に
正

会
員
と
し
て
入
会
い
た
だ
い

た
。紙

面
中
央
に
ほ
ぼ
現
寸
大

で
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
画
像
安
全
利
活

用
＊
警
備
全
国
Ｍ
Ａ
Ｐ
（
お

も
て
面
）
を
入
れ
る
。

（https://www.jeas.gr.jp/
pdf/20211125.pdf

）

２
つ
で
１
セ
ッ
ト
の
講
習
会

の
内
容

科
学
保
安
講
習
会
は
、
全

国
警
備
業
協
会
発
行
の
「
保

安
警
備
業
務
の
手
引
第
２

版
」
を
理
解
し
て
い
る
方
々

を
対
象
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
「
保
安
警
備
業

務
の
手
引
第
２
版
」
へ
の
理

解
が
不
足
し
て
い
る
と
思
わ

れ
た
方
に
は
、
保
安
警
備
基

礎
講
習
会
に
参
加
い
た
だ
い

た
。

■
令
和
３
年
９
月
17
日

（
金
）
開
催　

保
安
警
備
基

礎
〈
保
安
警
備
業
務
の
手
引

第
２
版
〉
講
習
会
（
無
料
）

１
．
第
一
講
義
：
警
備
業
法

２
．
第
二
講
義
：
保
安
警
備

業
務
の
手
引
き　

　
　

は
じ
め
に
〜
第
１
章
、

　
　

第
２
章

３
．
第
三
講
義
：
保
安
警
備

　
　

の
手
引
き　

　

第
３
章
、
第
４
章
、
第

　
　

５
章

４
．
第
四
講
義
：
保
安
警
備

　
　

の
手
引
き　

資
料
編

■
令
和
３
年
10
月
22
日

（
金
）
開
催　

第
1
回
科
学

保
安
講
習
会　
　
　
　
　
　

・
主
催
者
挨
拶･
第
２
回
推

奨
顔
認
証
交
付
式

・
推
奨
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
制

度
・
全
体
説
明　

・
顔
認
証
を
使
っ
た
保
安
業

務　
　
　
　
　
　
　
　

・
Ｎ
Ｅ
Ｃ
機
器
説
明　
　
　

・
グ
ロ
ー
リ
ー
機
器
説
明               

・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
機
器
説
明   

・
ジ
オ
ビ
ジ
ョ
ン
機
器
説
明

・
休
憩 

・
個
人
情
報
保
護
（
保
護
指

針
と
冊
子
）      

・
全
館
管
理
と
防
犯
会
議
事

例
紹
介　

       　

   

・
防
犯
デ
ー
タ
の
分
析
と
活

用

な
講
義
だ
っ
た
。

●
同
じ
く
講
習
会
の
統
括
指

導
は
セ
フ
ト
Ｈ
Ｄ
の
代
表
取

締
役
社
長
で
あ
る
山
根
久
和

氏
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
、

科
学
保
安
員
の
心
構
え
と

日
々
の
研
鑽
に
つ
い
て
話
さ

れ
た
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
理
事
で
も

あ
る
山
根
氏
は
人
望
の
あ
る

方
で
、
皆
を
ま
と
め
る
良
き

兄
貴
分
で
あ
る
。
セ
フ
ト
Ｈ

Ｄ
は
平
成
25
年
５
月
に
正
会

員
と
し
て
入
会
い
た
だ
い

た
。
専
門
の
保
安
警
備
会
社

と
し
て
は
、
初
め
て
の
入
会

だ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
同
年

３
月
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ

ー
・
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

「
万
引
対
策
が
す
す
む
10
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
視
聴
さ
れ
た

ム
を
活
用
し
て
い
る
警
備
会

社
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
紹

介
さ
れ
、
そ
れ
が
ご
縁
で
令

和
元
年
の
９
月
に
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

に
賛
助
会
員
と
し
て
入
会
い

た
だ
い
た
。
林
部
長
は
、
10

年
前
よ
り
顔
認
証
シ
ス
テ
ム

に
携
わ
っ
て
お
り
、
林
部
長

の
助
言
で
、
各
社
の
顔
認
証

の
使
い
勝
手
は
か
な
り
改
善

さ
れ
た
と
聞
く
。
令
和
２
年

６
月
の
推
奨
顔
認
証
シ
ス
テ

ム
認
定
制
度
、
本
年
９
月
の

マ
ス
ク
対
応
プ
ラ
ス
認
定
で

は
、
審
査
員
を
担
当
し
て
い

た
だ
い
た
。
今
回
の
講
習
会

の
「
顔
認
証
を
使
っ
た
保
安

業
務
」
の
講
義
を
担
当
い
た

だ
い
た
。
長
年
の
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
が
凝
縮
さ
れ
た
完
璧

策
制
度
作
成
委
員
会
に
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
、
平
成
30
年

５
月
か
ら
始
ま
っ
た
ヘ
イ
ズ

博
士
の
教
科
書
で
Ｌ
Ｐ
を
学

ぶ
会
の
毎
月
勉
強
会
に
も
毎

回
参
加
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

へ
は
賛
助
会
員
と
し
て
平
成

28
年
９
月
に
入
会
い
た
だ
い

た
。
青
柳
リ
ー
ダ
ー
に
は
、

今
回
の
講
義
で
司
会
者
と

「
個
人
情
報
保
護
（
保
護
指

針
と
冊
子
）
」
の
講
義
を
担

当
い
た
だ
い
た
。
責
任
感
の

強
い
方
で
あ
る
。        

●
同
じ
く
講
習
会
の
ス
キ
ル

向
上
技
術
長
で
あ
る
Ｊ
Ｓ
Ｓ

の
第
一
保
安
警
備
事
業
部
部

長
で
あ
る
林
俊
一
氏
と
の
出

会
い
は
、
三
宅
副
会
長
よ

り
、
都
内
に
顔
認
証
シ
ス
テ

安
の
代
表
取
締
役
社
長
を
務

め
る
青
柳
秀
夫
氏
と
の
出
会

い
は
、
20
年
以
上
前
の
こ
と

で
あ
る
。
彼
が
現
場
の
保
安

員
の
責
任
者
と
し
て
、
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
の
店
長
向
け
に

万
引
対
策
の
講
演
さ
れ
て
い

た
の
を
拝
見
し
た
の
が
最
初

の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
青
柳

氏
は
、
万
引
防
止
の
た
め
の

関
係
法
令
集
を
丁
寧
に
説
明

さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
他
の

保
安
員
の
講
習
会
で
は
「
Ｅ

Ａ
Ｓ
機
器
は
誤
報
や
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
使
え
な
い
」
と
言

う
方
が
い
た
が
、
青
柳
氏
は

Ｅ
Ａ
Ｓ
機
器
を
適
切
に
使
え

ば
、
ロ
ス
は
削
減
す
る
と
話

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
29

年
10
月
万
防
機
構
で
ロ
ス
対

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
場
と
し

て
創
設
さ
れ
た
科
学
保
安
講

習
会
の
誕
生
物
語
を
つ
づ

る
。コ

ロ
ナ
感
染
者
数
が
激
減

す
る
な
か
、
大
量
万
引
や
常

習
万
引
者
が
各
地
で
拡
大
傾

向
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
科

学
保
安
講
習
会
の
目
的
や
内

容
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
店

舗
・
地
域
に
お
い
て
、
実
行

力
の
あ
る
施
策
、
前
進
す
る

た
め
の
何
か
し
ら
の
方
策
を

自
身
の
内
よ
り
見
い
だ
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難
い
。

講
師
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の

出
会
い

●
科
学
保
安
講
習
会
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
日
本
保

欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
タ
レ
ス
は
科
学
を
平
和

利
用
の
た
め
に
使
っ
た
歴
史

上
最
初
の
人
で
も
あ
っ
た
。

タ
レ
ス
は
、
何
が
困
難
な
事

か
と
訊
か
れ
た
際
に
、
「
自

分
自
身
を
知
る
事
だ
」
と
答

え
、
何
が
容
易
な
こ
と
か
と

い
う
問
い
に
は
「
他
人
に
忠

告
す
る
事
だ
」
と
答
え
て
い

た
と
い
う
。
タ
レ
ス
の
生
き

方
に
は
、
科
学
技
術
を
使
う

者
は
内
に
自
省
的
な
愛
と
理

性
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
戒
め
を
含
ん

で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

今
回
の
余
話
で
は
、
警
備

員
な
ど
が
顔
認
証
シ
ス
テ
ム

と
い
う
科
学
技
術
を
使
う
際

体
が
終
結
し
た
。
バ
ビ
ロ
ン

王
な
ど
が
仲
裁
に
入
り
、
条

約
を
取
り
結
ん
だ
こ
と
で
、

リ
ュ
デ
ィ
ア
王
国
と
メ
デ
ィ

ア
王
国
の
15
年
に
お
よ
ぶ
、

決
着
の
着
か
な
い
戦
い
は
終

結
し
た
。

実
は
タ
レ
ス
は
、
サ
ロ
ス

周
期
、
つ
ま
り
あ
る
場
所
で

観
測
し
た
日
食
・
月
食
が
再

び
地
球
上
の
他
の
地
域
に
同

様
の
形
で
あ
ら
わ
れ
る
ま
で

の
周
期
（
六
五
八
五
日
）
だ

と
い
う
こ
と
を
過
去
デ
ー
タ

と
自
身
の
観
測
か
ら
学
ん
で

い
た
。
タ
レ
ス
は
自
然
現
象

を
神
の
意
思
で
は
な
く
物
理

モ
デ
ル
で
示
そ
う
し
た
最
初

の
人
で
あ
り
、
そ
れ
は
科
学

技
術
の
発
展
に
と
っ
て
不
可

内
に
愛
と
理
性
を
宿
す
科
学

技
術２

６
０
０
年
前
の
古
代
ギ

リ
シ
ャ
世
界
で
、
リ
ュ
デ
ィ

ア
王
国
と
メ
デ
ィ
ア
王
国
が

長
き
に
わ
た
っ
て
、
現
在
の

ト
ル
コ
中
央
部
を
流
れ
る
ク

ズ
ル
ウ
ル
マ
ク
川
の
近
く
で

戦
っ
て
い
た
。
ミ
レ
ト
ス
学

派
の
始
祖
で
あ
る
哲
学
者
タ

レ
ス
は
、
両
国
の
指
揮
官
た

ち
に
「
神
々
が
停
戦
を
求
め

て
い
る
。
そ
の
証
拠
に
、
紀

元
前
５
８
５
年
の
春
の
そ
の

日
に
、
両
国
は
闇
に
包
ま
れ

る
だ
ろ
う
」
と
警
告
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
日
、
日
食
に

よ
り
天
は
暗
く
な
っ
た
。
両

王
の
兵
士
た
ち
は
震
え
る
手

か
ら
武
器
を
捨
て
、
戦
争
自

万
引
対
策
百
般  

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立だ

ち  

余
話（
14
）

内
な
る
Ｌ
Ｐ
道 

工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
初
の
科
学
保
安
講
習
会
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
（
通
称
：
マ
ン
ボ
ウ
）

万
引
撲
滅
の
た
め
の
戦
略
を
本
気
で
提
言
・
実
践
す

る
小
売
業
界
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
：
事
務
局
（
稲
本
義
範
）

11 月 16日㈫ 市川ビルでの
科学保安・LP 推進店ステッカー貼付式


